
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

病児保育室だより  わかば ２０２４．２月号     

2月20日は「アレルギーの日」です。今回は赤ちゃんや小さな子どもに多い 

「食物アレルギー」について、よく聞かれる質問と、正しい知識をご紹介します。 

      ５歳以下の子どもには硬い豆は食べさせないで！ 

 

節分を前に毎年消費者庁が「硬い豆やナッツ類は 5歳以下の子どもには

食べさせないで！」と注意喚起していることをご存じでしょうか？ 

節分豆やピーナッツ類は奥歯が生え揃わず、かみ砕く力や飲み込む力が十

分でない子どもにとって、のどや気管に詰まらせ窒息したり、小さな欠片が

気管に入り込んで肺炎や気管支炎を起こすリスクがあり大変危険です。 

豆まき後も、拾って口に入れないように後片付けを徹底したり、 

個包装された豆を使用したりと工夫して行うなど、乳幼児の 

お子さんのいるおうちは十分に気をつけて下さいね。 

 

お問い合わせ先 TEL０９０－１６６４－６７７９(平日８－１７時) 
 

ある研究では、遅らせて卵を食べ始めたグ

ループの方が卵アレルギーを起こす危険性

が高かったことが報告されています。食べ

させる時期を遅らせることで逆に食物アレ

ルギーになるリスクを、高めて 

しまう可能性があります。 

 

 

先日、初利用の際に前日に「登録申込書」を提出に来てくだ

さった親子。病児保育室のおもちゃをすぐに気に入ってくれて

傍で遊んでくれている間に、お母さんにお部屋の説明をさせて

いただいたり、登録申込書を見ながらお子さんのことを詳しく

聞かせていただいたり、とても良い時間となりました。お母さ

んとお子さんにとっても“病児保育室ってこんなところなん

だ”と少し安心してもらえていたら良いなと思いました(^-^) 
 

いざという時の為に登録だけしておこうかな、と思いつつも

中々踏み出せない方など、まずは見学だけしていただくのも良

いですし、ちょっとした疑問点など、利用の仕方などでご不明

な点がございましたらお気軽に電話していただけたらと思って

います。お待ちしております♪                           

 

 
病児保育室情報 

食物アレルギーはかつては口から入る

食材のみが原因と考えられていました

が、最近の研究により、皮膚が荒れて

いてバリア機能が低下していると皮膚

からも食べ物の成分が体内に入り、ア

レルギーを起こすことが分かってきま

した。しっかりスキンケアすることで食

物アレルギーを予防する事ができるの

でスキンケアはとても重要 

といわれています。 

初めての食材はどんな事

に注意したらいいの？ 

徐々に量を増やし様子をみて
いきましょう。 

１日１種類をひとさじずつ、比較的機嫌が 

良い、診療時間内の午前中に試しましょう。 

体調の変化がないことを確認出来たら次 

の日にもうひとさじ、さらに次の日にもう

ひとさじと徐々に増やしていきます。     

特に食物アレルギーの原因に 

なりやすい卵・乳製品・小麦は 

ごく少量から与えましょう。 


